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さ
八
十
灯
、
橋
九
れ
の
吹
き
抜
け

を
利
用
し
た
大
空
間
の
テ
ー
マ
ホ

ー
ル
で
す
。

こ
の
笠
間
同
は
、
美
術
出
掛
の
テ
ー

マ
吋
週
間
の
美
訴
・
認
を
象
徴

す
る
場
所
で
、
出
血
外
縫
圏
、
震
外

イ
ル
で
、
獲
物
の
保
護
と
同
時
市
民
キ
ャ
一
ブ
ジ
ー
は
、
市
民
の
展
示
場
展
示
室
、
事
積
約
宮
等

に
、
ク
リ
ー
ン
な
慾
じ
を
出
し
て
み
な
さ
ん
が
利
用
し
や
す
く
、
単
を
結
ぶ
空
間
て
市
民
が
美
術
に

お
り
、
親
し
み
の
持
て
る
建
物
と
独
で
も
選
営
で
き
る
よ
う
道
路
側
親
し
み
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
ゾ

な
っ
て
い
ま
す
。
に
配
督
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
の
搬

i
ン
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
彫
刻
展

ま
た
、
ア
ー
チ
一
状
の
一
庭
根
亭
主
入
も
専
治
搬
入
口
を
設
け
、
問
天
示
コ
ー
ナ
ー
、
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

側
と
南
側
の
建
物
に
顧
問
(
写
真
時
等
も
考
-
厳
し
て
い
ま
す
。
体
抽
出
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
も
利
用
さ

参
照
)
し
、
庭
園
倒
か
ら
一
階
段
で
と
二
階
の
ア
ト
リ
エ
は
可
夜
間
で
れ
ま
す
。

が
る
中
央
訴
分
の
震
外
展
示
場
一
で
も
料
約
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
駐
車
場
は
商
側
に
七
十
一
台
分

美
祈
銭
は
、
メ
イ
ン
テ
i
マ

を

す

る

美

術

館

。

援

続

さ

せ

て

い

ま

す

。

釜

具

で

は

り

、

一

・

…

…

燃

を

品

併

せ

た

こ

の

郊

と

搬

入

ス

ペ

ー

ス

が

あ

り

ま

す

。

「
湘
南
の
美
術
。
光
」
と
し
て
い
③
調
査
研
究
、
収
集
保
存
、
展
示
見
え
ま
せ
ん
が
、
こ
の
澄
芥
展
ぷ
分
は
、
市
決
勝
政
ソ
1
ン
と
し
と

ま

す

。

公

開

、

教

室

夏

、

震

の

創

作

場

の

下

(

一

撃

分

)

が

事

警

護

さ

れ

ま

す

。

】

と

窓

め

務

部

内

議

議

本

的

な

考

え

方

発

表

等

の

諸

活

動

を

行

う

美

術

な

ど

の

管

理

袈

誼

で

す

。

庭

閣

と

階

段

よ

の

屋

外

展

示

場

①

地

域

住

民

が

校

長

び

の

な

館

。

宣

る

た

め

、

蓄

や

治

、

ァ

I

市
民
欝
放
ゾ

i
ン

幾

示

奴

一

紙

、

ソ

i
ン
は
、
豊
な
ど
の
様
一
室
関
で
す

カ
で
創
造
の
手
掛
か
れ
J

を
発
見
③
美
術
情
報
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
チ
状
の
一
躍
綾
な
ど
、
援
物
の
主
体
最
外
展
示
場
の
北
側
の
棟
に
が
、
イ
ベ
ン
ト
や
出
会
い
・
と
き

す
る
美
術
舘
。
機
能
を
も
っ
美
術
館
。
性
を
強
調
し
た
美
術
館
で
す
。
美
術
総
の
人
口
は
、
道
路
に
街
は
、
一
慨
に
需
品
収
蔵
庫
、
多
め
き
皇
間
て
も
あ
り
、
震
の
懇

間
平
塚
を
中
心
と
す
る
撚
南
の
地
③
学
校
及
び
他
の
社
会
教
脊
機
穏
獲
物
日
弘
、
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
し
た
南
側
の
擦
に
あ
り
、
一
階
が
汚
的
室
、
美
誠
品
の
搬
入
窓
な
ど
い
の
場
所
と
し
て
利
用
し
て
い
た

と
ゆ
か
り
の
あ
る
作
品
、
及
び
留
と
の
高
議
加
を
は
か
る
美
術
館
。
ー
ト
送
り
二
階
議
て
甘
¥
延
べ
面
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
、
一
一
階
が
ア
ト
が
配
蜜
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
毘
約
だ
き
ま
す
。

内
外
の
近
代
美
術
を
主
と
し
、
そ
以
下
一
の
件
警
備
え
た
美
術
館
積
は
七
手
荷
八
十
四
主
内
外
リ
エ
(
三
室
)
、
警
な
ど
の
実
室
は
、
毒
、
議
光
、
渋
設
一
議言
語
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

れ
に
つ
な
が
る
作
品
を
収
蔵
震
一
部
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
綾
は
、
白
色
素
の
セ
ラ
ミ
ッ
ク
タ
期
間
室
が
あ
り
ま
す
。
を
矯
え
て
お
り
、
議
檎
や
講
座
な

ど
多
同
民
間
に
利
用
で
き
ま
す
。
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
、
南
側
の
滋

二
階
は
、
常
設
展
示
案
(
七
百
路
に
節
し
た
丸
涯
の
縫
物
(
百
五

四
十
一
平
方
M
U
と
A
A品
開
展
示
室
十
字
方
は
じ
で
、
庭
濁
が
一
望
に

(
七
百
子
一
平
方
M
U
で
す
。
湾
で
き
、
抽
出
が
あ
る
の
て
総
と
水

笠
と
も
大
宅
ハ
ネ
ル
を
使
用
し
、
と
光
安
楽
し
み
な
が
ら
食
事
が
で

多
様
な
展
示
構
成
が
で
き
る
よ
う
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
符
室
の
た
、
時
間
外
の
単
独
運
営
や
火
気

関
に
は
、
展
示
準
備
室
(
百
一
一
一
十
か
ら
美
術
品
の
保
護
を
す
る
た

凶
平
方
M

じ
が
あ
り
、
作
業
や
大
め
、
別
擦
と
な
っ
て
い
ま
す
。

内
ほ
日
け
れ
訪
問
問
つ
ベ
I

抽
出
術
舗
の
絞
警

企
宕
回
展
示
室
に
は
、
コ
ン
ピ
ュ
双
集
し
た
美
術
品
は
、
す
で

l
タ
ー
に
よ
る
無
投
階
調
光
シ
ス
に
、
盗
用
に
ゆ
か
り
の
あ
る
作
家

テ
ム
を
採
用
し
、
上
部
か
ら
の
自
な
ど
の
作
品
、
洋
衡
や
臼
本
函
な

然
光
も
取
り
入
れ
る
な
ど
、
い
ろ
ど
六
百
七
十
五
点
が
集
ま
っ
て
い

い
ろ
な
語
版
一
不
条
件
に
対
応
で
き
る
ま
す
。
(
左
表
の
と
お
り
)

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
収
集
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
の

ア
ー
チ
状
の
室
根
の
下
は
、
長
で
ご
惨
刀
く
だ
さ
い
。

市
民
辺
待
望
久
し
か
っ
た
「
美
術
舘
」
の
建
設
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
ま
す
。
建
設
す
る
場
所

は
、
図
書
館
と
弓
道
路
議
会
議
員
童
話
終
わ
っ
た
透
産
省
工
芸
験
場
跡
地

(
西
八
幡
一

118
て
一
万
二
千
六
百
七
十
七
平
忍
川
の
広
さ
で
す
。
工
事
の
着
手
は
七
月

の
予
定
で
、
オ
プ
ン
は
二
年
後
の
平
一
成
一
ニ
年
の
春
に
な
り
ま
す
。
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(2) 

マ

a

平
塚
市
で
は
、
六
月
か
ら
毎
月
第
二
・
第
四
土
曜
臼
を
休
自
に
す
る
「
土
問
唯
開
閉
庁
」
在
実
施
す
る
ご
と
:
:
:
ム

門

v
i
a
-に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
市
民
生
活
に
大
き
な
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
ご
み
の
収
集
や
市
渓
病
院
な
ど
、

i
;
ム

ャ

i
e市
民
生
活
に
密
接
に
関
係
す
る
部
門
と
、
選
末
に
利
用
率
の
一
一
一
角
い
図
書
館
や
博
物
館
、
中
炎
公
民
館
、
地
-
o

ム

マ
:
:
:
町
民
公
民
館
、
平
塚
球
場
な
ど
の
施
設
は
従
来
通
り
業
務
を
一
行
う
。
施
設
を
利
用
す
る
場
合
一
は
、
お
間
間
違
い
。
ム

v
'
の
な
い
よ
う
に
お
出
掛
け
を
。

。
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需ふ制定後喜恵

・資格学校教育法による大学 t~ j，の専門課待

大学を除く)を卒業し、昭和湖毎 7n 2日以降に生
まれた方。

(
電
話
幻
i
七
五
O
O
)

へ。
多塁悪 3事j務 0・………… …口 3 
毒事費格 学校教育Jょによる大学以Jの専門課程を卒業
レ、薬剤師の資格を持ち、昭和34年 7月 2日以降に

生まれた万。

〈
〉
一
韓
法
捧
輔
談

5
月
日
日
(
水
)
、
民
日
(
水
)
、
紅
白
(
水
)
、

6
月
7
日(水)、

H
日
(
水
)

予
約
制
(
電
話
で
も
可
)
、
日
時
j
t
i
J
日
時

〈
〉
聴
品
開
齢
、
品
開
封
一
期
脇
離
婚
談

6
月
9
日
(
金
)
、
日
時
23
日
時

八
〉
一
般
市
開
抗
措
談
毎
日
(
た
だ
レ
、
土
曜
は
立
時
ま
で
、
日

曜
a

祝
Lid
は
綜
く
J

心
掛
欝
生
溺
抑
制
輔
副

5
同
月
四
日
(
金
)
、
回
日
(
金
)
、

6
一月
2
日

r
金)、

6
月
9
5
(金)、

9
時
1
t四時

〈
〉
定
的
掠
粂
相
設

6
月
8
日
(ι

一
本
)
、
日
時
43
日
時

〈
〉
品
持
病
蒋
護
帥
務
相
談
6
M
5
日
(
月
)
、
日
時
1
日
時

〈
〉
一
下
輔
教
訓
引
抑
制
談

5
汚
話
回
(
木
)
、
日
時
「
吋
分
1
日
時

。
後
宅
相
談

5
月
日
日
(
火
)
、
日
時
1
話
時

務
少
年
務
談
愛
(
市
毘
セ
ン
タ

i
)
M
j七
一
一
一
一

月
1
金
曜
日
9
時
1
M持
土
曜
日
は
日
時
ま
で

O
樹
み
ご
と
は
ρ
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お

i
七
八
一
一
一

O

月
L
J
土
曜
弓
9
時
5
同
時
泊
分

欄

欄

札

税

金

緩

お

j
一一一一一一一一一一一

〈yhw
怒
」
と
相
談
毎
週
月
曜
日
、
日
時
1
日
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
殺
害
溜
月
1
金
曜
日
、

9
時
S
M時

土
曜
日
は
泣
時
ま
で

〈
〉
結
婚
椙
絞
毎
週
日
曜
日
、
日
時
3
日
時

(第
3
臼
曜
日
を
除
く
)

〈
〉
母
手
相
談
毎
週
月
r

、
ー
金
曜
臼
、

9
時
1
日
時

。
紫
滋
間
四
藤
相
談
毎
選
可
付
1
金
曜
日
、

9
時tijiM時

。
高
齢
者
機
離
帯
磁
毎
週
月
i
金
議
日
、

9
時
四
分
i
M時

土
曜
日
は
日
時
ま
で
(
第
2
、
第
4

土
曜
臼
を
除
く
)

。
品
開
入
轄
銭
毎
月
第
3
木
瞳
日
、
油
時
1
日
時
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一
被
害
を
米
然
に
防
ぐ
た
め
、
線
下
一
慈
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

7
被
害
発
生
の
状
況
お
よ
び
症
状
一
令
官
含
む
)

一
八
十
一
二
地
点
で
、
光
化
学
オ
キ
シ
一
ま
た
、
自
動
車
の
饗
芳
ス
も
一
(
貝
の
ど
の
制
刺
激
、
め
ま
い
、
一
し
た
家
族
で
あ
る
こ
と
③
男
九
一

一
ダ
ン
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
掠
慎
太
一
被
害
を
増
や
す
要
閣
と
な
る
た
一
し
び
れ
、
呼
吸
街
難
な
ど
)
一
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
③
収
一

一
気
汚
義
禁
童
書
時
章
一
め
、
毒
事
の
運
転
は
で
き
る
だ
一
'
植
物
量
宣
言
(
翼
の
種
一
入
が
華
内
で
あ
る

E
e
z

一
し
、
古
来
ま
で
テ
レ
出
ン
サ
l
一
け
控
え
る
よ
う
議
事
。
一
類
、
被
害
の
兆
候
と
程
度
、
溶
一
民
警
の
滞
納
が
な
い
こ
と
一

百
三
重
量
千
二
4
二
一
芸
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
章
一
葉
、
菜
室
主
張
ど
)
了
単
身
世
帯
一
般
世
帯
の
一
①
と

一
三
一
二
一
)
に
よ
り
状
況
を
お
知
一
@
被
害
発
生
の
時
閥
、
場
所
、
人
一
を
環
境
保
全
諜
調
査
指
導
係
一
③
か
A
⑤
ま
で
に
該
当
の
外
、
次
一

一
ら
せ
す
る
ほ
か
、
光
住
子
ス
モ
ッ
一
数
一
(
内
線
一
二
三
一
)
へ
ご
濠
絡
を
。
一
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
て
い
金
万
一

一
グ
に
よ
り
大
気
書
雪
れ
た
と
一

1

1

1

1

1

1

j

i

I

l

l

i

-

-

一
言
言
切
歳
以
上
宣
言
一

一
日
盟
諸
昨
日
目
市
営
住
吉
空
喜
一
議
事
集
一
時
以
炉
問
問
龍
村
(
引
一

一

場

に

対

し

て

、

大

気

汚

染

物

質

時

間

一

一

涼

子

爆

弾

被

団

加

者

⑮

生

一

活

保

護

一

一
出
量
の
削
削
減
要
請
を
行
っ
て
い
…
市
で
は
、
市
営
住
宅
め
祭
き
家
一
(
月
)
午
前
9
時
1
午
後
4
時
刻
一
者
ゆ
ヂ
き
揚
げ
者
一

挙

一

。

一

一

お

一

く

一

募

集

を

六

月

か

ら

十

二

塁

ぞ

毎

一

分

…

な

お

、

家

賃

に

揺

が

あ

る

の

は

一

銭

一

市

で

は

光

化

学

ス

モ

ッ

グ

の

一

日

付

行

う

こ

と

に

な

っ

た

り

一

マ

入

居

資

格

一

連

議

年

度

や

間

取

り

の

違

い

に

よ

一

一
発
生
し
や
す
い
こ
の
詰
に
、
県
一
室
長
雪
装
は
、
原
刻
と
し
て
般
世
帯
次
の
い
ず
れ
に
も
一
る
も
の
で
あ
る
。
す
ま
兆
八
怠
緑
地
議
公
選
百

ぼ
す
も
の
で
、
例
年
警
は
六
月
一
ん
ま
に
加
え
、
語
、
吐
き
気
を
一
と
の
還
せ
さ
し
、
光
化
学
ス
言
毎
月
一
日
か
ら
富
ま
で
建
築
一
該
当
し
て
い
る
こ
と
富
良
と
一
ま
だ
収
入
量
に
つ
い
て
は
一
震
災
警
一
一
部
)

か
ら
七
月
に
章

υて
い
る
。
一
訴
え
る
も
の
き
で
あ
っ
た
。
一
モ
ツ
グ
に
よ
兵
器
喜
三
五
(
市
役
所
四
階
)
に
掲
示
さ
一
な
円
引
き
続
き
1
年
以
上
経
過
し
一
手
取
り
額
と
か
年
収
童
純
に
十
一

1

1

1

1

1

昭
和
問
主
代
後
半
か
ら
五
i

一
昨
年
の
湘
隔
地
域
で
は
、
八
月
一
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
は
「
よ
れ
、
十
径
の
申
し
込
み
と
な
る
。
一
て
い
る
こ
と
実
婦
(
婚
約
三
一
一
か
月
で
部
っ
た
も
の
で
は
な
い
一

年
代
き
ろ
ま
で
の
議
な
状
況
一
一
十
一
一
日
互
に
芸
ナ
ス
モ
豆
、
汚
染
さ
れ
た
と
き
は
豆
入
居
間
を
希
望
さ
れ
る
毒
事
し
一
寸
寸
|
円
二
た
め
、
募
集
の
し
お
り
夜
会
一
軽
自
動
車
税
納

私

た

ち

を

取

り

き

白

霊

の

一

は

脱

し

た

も

の

の

、

昭

和

五

十

四

つ

三

喜

議

室

れ

、

被

害

…

豪

い

と

し

て

夏

の

皆

さ

ん

に

一

込

み

を

。

一

一

宅

間

以

一

一

雪

益

法

い

の

参

照

を

。

一

鶏

は

泣

き

ま

で

排
気
ガ
ス
や
ヱ
場
の
ば
い
冊
一
に
一
年
度
か
ら
六
ト
一
一
一
年
没
ま
で
の
十
一
を
印
刷
け
ら
れ
た
万
は
八
人
で
あ
一
お
知
ら
せ
す
る
の
で
、
準
法
ー
さ
れ
一
な
ぉ
、
申
し
込
み
の
数
が
祭
き
一
一
一
一
一
則
分
州
二
詳
し
く
は
、
建
築
譲
住
宅
係
一

は
、
炭
化
本
素
や
窒
素
酸
化
物
が
一
年
間
で
は
需
の
十
吾
一
一
向
で
一
り
、
そ
の
内
の
交
は
平
塚
市
内
…
た
ら
外
出
お
き
議
な
事
は
一
襲
警
相
唱
え
た
住
宅
に
つ
い
て
一
一
軒
一
泊

T
Z二
(
内
線
四
六
一
一
)
へ
。
一
宮
動
車
税
は
霊
四
月
一
臼

品

Z
E
D
-警が
発
生
し
被
害
を
受
け
ら
一
で
あ
っ
た
。
一
避
け
、
一
ア

νピ
ラ
ジ
オ
二
ア
レ
一
は
、
公
開
抽
選
に
よ
文
官
一
三

τ
t……

i

t

一

塁

宗

主

義

警

れ

、

総

こ
れ
ら
の
物
質
は
、
大
気
中
で
一
れ
た

Z累
計
は
五
千
二
十
一
九
人
一
段
の
大
気
汚
染
艶
視
セ
ン
タ
ー
示
ン
マ
ピ
ス
な
ど
芸
況
を
把
一
る
支
決
定
す
る
。
手
雪
。
一
一
第
一
引
の
が
~
一
一
一
翼
は
五
月
一
二
十
一
日
と
な
っ
て

太
陽
の
強
い
紫
外
線
事
け
、
光
一
を
数
え
て
い
る
。
一
言
、
光
化
学
ス
モ
ジ
グ
に
よ
る
一
号
、
被
害
に
あ
言
い
よ
う
注
一
語
1
回
受
付
芸
員
百
一
一
一
川
淵

M

M
ニ

拙

地

下

道

広

告

板

一

い

る

。

化

学

反

応

と

唱

れ

る

望

点

一

そ

の

内

訳

を

喜

久

多

く

は

…

|

|

(

l

i

一

一

一

円

一

一

使

用

者

を

募

集

…

員

室

長

出

量

議

こ
し
、
そ
の
広
い
れ
で
き
た
一
封
れ
い
一
パ
'
e

中

学

校

の

先

輩

@

生

徒

で

、

一

一

一

一

∞

一

一

一

税

通

知

書

は

す

で

に

送

付

し

て

あ

日
れ
わ
れ
日
目
立
百
日

mu--塾
理
欝
鎗
翠
議
誌
が
る
二
子
一
一
一
心
開
問
自
主
主
民
主
詰
措

く

も

め

が

か

か

っ

た

き

に

な

る

一

昨

年

実

下

で

の

光

化

学

ス

モ

一

一

一

紘

一

附

分

山

二

営

業

広

告

板

の

使

用

業

重

量

一

雲

芸

口

明

治

め

て

い

た

だ

き

ど
技
円
以
1
ス
モ
一
軒
刊
誌
同
日
γ

一
公
共
子
本
議
に
鉾
本
設
擁
幸
一
宅
五
石
川
口
二
日
経
営
所
喜
一
た
ド
軽
量
著
書

芸

ナ

オ

キ

シ

ダ

ン

品

、

ぁ

…

て

そ

の

大

部

分

は

宗

主

主

一

主

二

ご

抗

二

一

マ

意

書

7
7
5
1平
成
一
つ
い
γ
ほ

霊

護

霊

係

(

内

る
濃
度
設
超
え
る
と
人
の
健
康
や
…
カ
す
る
な
ど
の
限
雲
ま
と
の
一
昭
和
六
十
一
年
度
重
で
公
共
一
い
。
一
下
浸
透
工
法
」
で
行
っ
て
い
た
だ
一
引
…
…

m

誌
は
二
2
年

3
5日
一
線
一
一
六
八
)
、
納
税
に
つ
い
て
は

護

室

長

に

悪

い

撃

を

お

と

ど

が

痛

く

な

る

な

ど

の

呼

吸

雲

…

下

水

道

の

整

備

を

行

っ

た

喜

一

溺

怒

一

き

た

い

。

一

す

丁

十

l

i

」
一
マ
使
覇
掲
一
不
出
場
所
に
よ
り
一
年
一
語
表
納
係
(
喜
一
七
七
)

一
が
五
月
日
か
ら
処
遅
滞
始
と
一
ム
口
町
浴
室
、
善
意
ら
一
マ
ヱ
苦
言
季
五
一
集
二
賃
金
騨
り
す
七
万
一
一
き
ょ
一
一
喜
一
へ
お
尋
ね
を
。

一
な
っ
ぺ
一
出
る
重
用
葉
、
ま
た
は
工
場
一
濯
の
処
理
再
開
設
域
で
の
排
水
設
一
募
一
一
入
取
一
一
マ
由
込
期
間
5
田
川
吉
(
月
二

i
lー

一

マ

襲

撃

域

整

2
一

言

、

白

る

言

葉

喜

一

練

工

事

、

ま

た

は

水

洗

化

工

事

に

一

;

「

陳

列

川

市

」

一

色

(

水

)

一

一
部
己
片
山
、
花
水
台
、
重
ー
、
竪
ノ
一
す
る
た
め
の
排
水
設
備
工
事

1

…
つ
い
て
は
、
一
平
塚
市
公
共
下
水
一
日

F
l
l一
一
~
;
一
一
↓
一
一
戸
子
?
?
4
一
一
一
一
?
?
一
一
一
家
屋
の
実
地
調

一
浜
、
中
盤
、
妻
、
御
殿
2
了

一

年

以

内

一

議

定

工

事

室

で

な

け

れ

ば

行

一

…

欝

襲

撃

譲

良

好

に

行

わ

れ

て

い

た

一

…

査

に

ご

協

力

を

一日

i
j泊
、
出
2
丁
目

i
て

く

告

す

震

を

水

若

返

一

う

こ

と

が

で

き

な

い

。

ご

注

奪

。

大

藤

警

護

麗

藤

喜

公

表

費

三

一

一
了
目
、
謀
長
、
要
望
一
手
主
主
工
事
3
年
以
内
…
マ
葬
あ
っ
警
告
翠
金
一
銭
欝
緩
欝
饗
綴
襲
マ
対
象
平
塚
市
社
会
福
祉
協
一
一
主
義
議
長
な
っ
て
い

一
宍
ぃ
一
号
、
凶
村
、
完
の
各
二
雲
共
一
下
水
道
一
温
厚
震
区
域
一
役
家
庭
、
妻
、
ア
パ
司
ト
一
…
先
日
行
わ
れ
た
定
期
警
に
議
会
ほ
か
運
休
ニ
る
家
屋
に
対
し
て
聖
公
平
な

一
部
一
で
は
、
公
共
一
下
水
警
護
す
る
一
に
お
け
也
排
水
設
備
工
事
ゃ
、
水
一
い
つ
い
て
監
査
委
員
石
田
成
弘
マ
結
果
お
お
む
ね
良
好
に
行
…
一
課
税
を
行
う
た
め
、
重
の
霊

一
三
雲
よ
援
護
憲
、
ヵ
一
と
浄
化
君
主
と
な
る
。
主
主
工
事
の
た
め
に
、
そ
の
費
用
一
五
、
富
康
夏
、
富
塁
打
れ
て
い
た
い
一
議
室
言
。

一

等

一

浄

化

槽

に

つ

い

て

は

本

体

を

警

一

を

貸

し

付

け

る

長

室

っ

義

一

れ

か

ら

警

が

あ

つ

だ

{

監

査

公

表

第

三

ト

一

毒

事

一

人

…

総

で

お

伺

い

一
①
公
共
下
水
道
が
処
理
室
長
一
す
る
か
、
本
体
の
一
雪
壊
し
、
一
度
」
と
、
建
物
附
有
者
が
自
己
資
一
ぷ
草
公
表
第
初
号
}
マ
対
象
車
露
庶
務
課
…
一
ず
る
の
で
ご
協
力
を
。

る
と
、
下
水
道
法
等
の
定
め
に
よ
一
清
掃
、
消
毒
し
て
か
ら
埋
め
て
い
一
金
で
自
宅
の
排
水
設
僚
を
設
置
し
一
一
マ
対
象
巷
量
所
ほ
か
お
守
護
室
事
務
適
正
一
一
マ
童
書

5
5
5
(木
)

り

、

品

区

域

内

に

あ

る

建

物

の

一

主

主

ぃ

。

一

た

り

、

薬

害

量

唱

し

た

場

一

一

施

設

に

行

わ

れ

て

い

た

③

財

産

の

…

一

1
8長
日
(
木
)

所
有
者
は
期
限
以
内
に
排
水
設
備
を
一
③
雨
水
の
排
水
設
備
工
事
に
つ
い
一
合
に
交
付
さ
れ
る
「
助
成
金
制
一
一
マ
結
果
③
施
設
の
維
持
詰
選
取
得
e

管
理
ふ
一
分
事
務
適
…
一
マ
認
套
臨
域
東
海
道
本
線
以
南

設
置
し
、
ま
た
は
く
み
取
り
震
一
言
葉
言
若
返
す
こ
一
度
」
が
あ
る
。
ご
利
号
。
一
…
お
お
む
ね
良
好
に
行
わ
れ
て
長
忘
れ
て
い
た
一
一
(
支
出
か
ら
霊
)

を
ー
ポ
室
長
現
し
、
公
共
下
水
一
と
が
で
き
る
。
等
、
い
ろ
い
ろ
な
…
詳
し
く
は
、
下
水
譲
翼
手
い
た
②
備
品
の
議
・
保
管
ニ
マ
問
い
合
わ
主
資
産
税
課
家

道

に

接

続

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

一

利

点

が

あ

る

一

平

塚

市

裂

雲

空

警

お

豊

田

七

)

へ

。

丁

一

一

震

(

内

線

一

一

八

朗

)

毎秒3t;未満 ; 

4キロ25以下 j 

(ガスがかかっている感じ)i

最高気温四と ; 

車自 jじないし東

午後潟東ないし治活

る

午後2時以前に少なくとも 2

~3 時間

綴 ω4z程度以上

親

車思

豪語

i議

害警

護主

書室

豊ま

5懇

主題

2霊

務会

ス

ニ
割
問
ゲ

弁
〕
〈
〉
〈
〉

記号入金曇Eき潟 お越しいただいた方に

選警察言葉識が当たるfお楽しみま必議会j
がある。

住民異動属は、選挙、就学、国民年金、富民鵠駿埠

験、予防接種、印競証明などのもとになる重要なもむ

です。住所が変わったときは必ず日以内に届け出を

してください。

届け出には、その方の氏名、住所、具動した年月日、

従前の也所等がおかるようにし、本人または世帯主等

が届け出ることになっています。

うそり届け出をしたこり、正当心理由がなく屈は出をお

こたった場合は過分出マ科せられる場合があります。

美奈担古 市民課市民異動保(篭話23~-1111内融236) 勤労会館議話32-3355
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母
お
ん
た
ち
が
ト
ラ
ン
ボ
リ
ン
、

ウ
ォ

i
ク
ラ
リ
i
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
を
用
意

し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
1

地
区
に
よ
っ
て
は
石
川
の
た
め

に
、
屋
外
か
ら
体
省
絵
な
ど
に
変

更
に
な
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
会
場
に
集
ま
っ
た

子
供
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ゲ
ー

ム
に
積
極
的
に
参
加
し
、
歓
声
を

土
げ
な
が
ら
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
子
供
た
ち
の
砲
ん
に
は
、

汗
と
い
っ
し
ょ
に
笑
顔
ち
あ
ふ
れ

で
い
ま
し
た
。

き
っ
と
子
供
た
ち
も
、
こ
の
日

の
さ
キ
争
犠
し
て
く
れ
た
お
父

さ
ん
、
お
母
さ
ん
に
は
出
感
謝
し
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
お
父
さ
ん

お
母
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
レ
た
。

ゑ蹄

i
 

個
で
年
間
一
一
一
ト
ン
か
ら
十
五
ト
ン
の
生
一
除
草
な
ど
の
持
出
品
躍
を
徹
注
す
る
一
い
一

ご
み
が
処
堵
で
き
、
閣
問
問
江
川
町
た
い
ご
v
子
供
だ
け
で
た
き
火
や
花
火
を
一
マ
家
庭
内
で
子
供
と
今
絡
に
火
災
一

肥
も
で
き
る
も
の
で
ご
み
の
減
泣
一
さ
せ
な
い
一
予
防
に
つ
い
て
話
し
合
う
一

、ら aっち、

が
直
後
体
験
で
き
る
訓
縁
が
予
}

し

定

さ

れ

て

い

る

。

ご

世

F

加
を
。

日

肺

門

畿

日

開

地

区

}

問

削

門

v
B時

5
月
幻
自
(
日
)
午
一

朝

畑

一

部

9
時
1
U時

な

す

会

場

豊

田

小

学

校

一

h

U

{

花
水
晶
地
震
}

h

M

7

5

時

6
丹
江
田
(
日
)
午
…

℃
一
一
自
主
防
災
組
織
と
合
同
の
妨
前
9
持
1
江
持

引
一
一
災
訓
練
が
行
わ
れ
る
。
マ
会
場
花
水
小
学
校

職
職
敬
一
一
当
日
は
、
起
議
車
に
よ
る
震
問
い
合
わ
せ
は
、
紡
災
課
防
一

間
一
い
度
体
験
や
防
議
材
の
取
り
扱
災
係
(
内
線
一
一
一
五
七
)
へ
ι

だ
一
一
い
訓
練
な
ど
、
参
加
さ
れ
る
方

語
一
優
秀
な
選
手
術
帯
広
助
成

一

ム

一

全

国

大

会

な

ど

に

出

場

し

た

方

一

三

平

警

ス

ポ

ー

ツ

重

量

三

千

5
E、
臼
体

(5万円
1

一
蹴
一
は
、
市
民
の
却
さ
ん
が
集
躍
に
わ
…

i
万
円
)

一
埼
玉
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
綴
し
み
、
活
一
ヌ
ポ
i
ツ
再
惑
に
対
す
る
支
援

一
ぐ
一
動
存
続
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
金
な
一
〈
指
導
者
一
盗
事

一

士

ど

の

震

を

行

っ

て

い

る

。

一

マ

対

象

室

内

に

産

す

る

万

一
川
一
昨
年
度
は
九
十
郎
人
の
事
が
…
で
組
織
す
る
塁
(
お
人
以
上
)

畑
山
一
あ
り
、
約
否
万
円
が
効
刊
脱
さ
れ
て
…
で
あ
る
こ
と

一
清
一
い
る
。
該
渇
さ
れ
る
方
(
開
山
体
ニ
ヤ
派
遣
問
削
問
問
偉
1
也、

3
日
以

…

α
一

は

申

議

を

。

一

内

務
二
議
委
筆
肇
噛
へ
の
十
議
}
一
{
会
襲
撃
の
援
助
}

ど
と
議
室
内
に
居
住
す
る
旦
マ
豪
雨
に
居
住
す
る
カ
で

六
一
人
{
向
山
体
)
で
酔
監
督
、
コ
1
1
チ
、
一
線
総
一
一
す
る
一
矧
体
が
主
催
す
る
大
会

と
一
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
お
よ
バ
〉
出
場
選
手
一
で
あ
る
こ
と

言

あ

る

こ

と

富

警

室

、

一

マ

支

援

金

年

l
q
1
2

一
地
方
公
共
臼
体
、
日
本
体
育
協
会
…
(
限
度
額
5
万
円
)

時
一
主
催
の
大
会
で
あ
る
こ
と
露
一
問
い
合
わ
せ
は
、
思
塚
市
ス
ポ

ヴ
三
東
規
模
以
上
の
大
会
で
あ
る
こ
と
一

I
ツ

量

思

議

長

i
O
一

麟

竺

マ

支

援

釜

個

人

(2万
円
1
2
5一一)へ。

協
…
一
呂
場
チ
;
ム
の
募
集

締
翻
さ
一

議

出

一

少

年

野

球

と

ゾ

ブ

ト

ボ

i
ル

ー
ず
一
毎
年
室
休
み
織
簡
を
利
用
し
て
一
選
手
お
人
以
内

組
欄
竺
同
開
か
れ
る
、
平
塚
市
少
年
野
球
大
す
申
込
震

5
5日
(
月
)

じ
…
会
と
少
友
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
一
マ
参
E
4
1チ
i
ム
一
一
…
千
円

了
嘉
チ
!
ム
を
古
豪
し
て
い
る
。
一
家

s嬰
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

橋
称
一
{
輪
開
町
四
一
戸
平
壌
市
Z7与
野
線
大
愈
〕
一
会
〕

ぉ
一
マ
慰
問

7
月
お
B
(金
)
1
8
一
ヤ
期
間

7
月
刊
叫
[
口
(
金
3
1お

た

一

向

け

1

日

(

火

)

一

日

(

臼

)

一
4
3会
場
平
塚
球
場
、
南
口
氏
ス
ポ
一
三
議
主
義
場
、
市
民
ス
ポ

た一

I
ツ

広

場

一

l
ツ
広
場

加

す

参

加

資

格

一

マ

参

加

資

格

子

供

品

目

、

ま

た

は

-
一
@
小
学
生
の
部
通
学
区
域
内
で
一
通
学
広
域
で
日
開
払
拭
し
た
小
学
生

編
成
し
た
小
学
4
1
6年
生
一
マ
申
込
四
期
限

5
R
3
5
(
ヱ)

命
中
学
生
の
部
通
学
区
域
内
で
一
一
〉
多
加
料
無
料

編

成

し

た

中

重

一

申

し

込

み

は

、

い

ず

れ

も

長

マ
チ
ー
ム
編
成
代
表
者
1
入
、
一
台
体
首
給
付
体
育
課
(
電
活
担

5 
午前9時3日分~午後4時
雨天の場合は5河 28，ヨ(8)

とこ
(博物館南側D52蕊気機関車周辺)

・対象小学生、え府経「罰児、保有議児

'持害するもの えのく¥グレヨン、痢抜

※画用紙は、 .:1出会場で 1人 1枚ずつ配布

する。

@問い合わせ 社会教育課文化財保護係(内線528)

考ヰ関(詞}午前 8 時~12時

雨天の場合は 6!寺11臼(Eヨ}

舎の合図i率、午務 7~寺に花火与をよげる

場所}

付近の道路

、公関等公共の場所

海岸

ご?わせ環境喝I生業務課(内綿530)
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謝
肉

〈
〉
プ
ロ
野
球
公
式
戦
(
導
料
)

・5
月
お
白
(
火
)
叩
均
一
時
横
浜
大
洋
対
広
島

〈〉イ
i
ス
タ
ン
リ

i
グ
公
式
戦
(
有
料
)

・5
月
幻
自
(
水
)
叩
四
時
横
浜
大
洋
対
ロ
ヱ
ア

@
5月
刊
四
日
(
木
)
叩
四
時
轡
浜
大
洋
対

E
人

・
5
月
刊
山
日
(
金
)
叫
同
時
横
浜
大
掛
付
対
西
武

・5
月
幻
自
(
十
右
回
持
横
浜
十
八
洋
対
話
武

B
6
R
3
日
(
士
)
話
時
横
浜
大
洋
対
ロ
ッ
テ

・
6
月
4
日
(
日
)
日
比
持
構
内
出
大
洋
対
臼
本
ハ
ム

-
6月
5
臼
(
火
)
刊
日
間
吋
横
浜
大
洋
対
ヤ
ク
ル
ト

・6
尽
7
日
(
水
)
活
時
横
浜
大
洋
対
一
日
人

。
そ
の
外
の
試
合
(
無
料
)

・
5
月
初
日
(
七
)
9時
神
奈
川
六
大
学
リ
ー
グ
戦

・5
月
れ
臼
(
日
)
8時
新
潟
東
大
学
リ
!
グ
戦

ざ
ん

重喜454空雪くを玉〉

。場所 'ji害原公民費宮

(平塚市南原 2-15--1) 

@大野公渓童書

(平塚市真土 341)

容 量宮内外の清掃と留守番

弱 27.100円

監
督
(
お
歳
以
上
)
1
人、コー一一一ヨハつ)へ。

チ
1
入
、
マ
ネ
1
ジぉ

1
1
人
、
一

¥
 
/
 

合

5
月
口
5

・5
月
出
日
(
木
)
9
時
五
領
ヶ
台
高
校
陸
上
競
技
大
会

・5
月
四
日
(
金
)
9時
平
嘩
商
業
高
校
陸
上
競
技
大
会

-
5
月
却
日
(
土
)
日
時
臼
本
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ポ
ル

実
業
団
選
手
権
準
決
勝
(
有
料
)

e
5
月
幻
自
(
日
)
日
時
刀

・5
月
お
日
(
木
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平
環
江
南
高
校
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上
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会

a
5
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(
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本
実
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大
会

'
S
R路
日
(
臼
)
9
時

H
H

・5
月
四
日
(
月
)
9
時
中
康
中
学
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上
競
技
大
会
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6
R
1
尽
(
木
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田
高
校
陸
上
競
技
大
会

蜘

6
R
3
B
(土
)
沼
時
神
崇
川
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丹
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H

・6
月
8
日
(
木
)
9
時
横
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上
競
技
大
会

・6
月
沼
田
(
火
)
9時
春
臼
野
中
学
校
時
間
よ
競
技
大
会

く>.!t苦待合体害事館(電話3ト 3出 7)
・開放曜閏 卓球、パドミントン、パスケソ

ト、軟式結球 (~16貯宇)、バレー (16吋-)

• 5月22臼(汚)午接 l時~午捷8時
省 6 月128(月) ノノ

喝 6月26呂〈月 11
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、
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岬
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叫
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♂
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演
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今
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・
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長

会

杉

谷

甫
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一

ぉ
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世

一
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場

一

ι

船
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す

る

。

一
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河
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甘

議

会

議

長

十

い

一

一
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一

仁

集

広

一

却

※

止

側

一

皆

詰

ん

お

誘

い

合

わ

せ

の

う

え

一

帯

一

の

一

泊

決

ま

る

一

草
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句
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梅
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、
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機
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、
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鋭
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予

沼

市
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日
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、
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百
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アメリ力の大統領政治

江戸の風呂

職業としての編集者

中雷神話

隠元

スベイン戦争

大英帝国

月 8f:J (会館消毒)

会博物麓 〒252地問町12~41 電話33.-~5111

す争刃，む考察毒事事室三室

照碁の基礎から学ぶ。

。日程 6月 3H---7月22日の抵溺上曜日・

会 8Pi
q 時間四時~幻時

時対諌 青年20人〈申込制〉

宇¥)J，心選社交ダンス言講習会

計支ダンスを基暗から学ぶ。

ー日韓 5 n19日 ~6 月 9 日の毎i週金曜日 e

全 4lfi] 

e 時間 1冊子~20時30分

対象 者少年男女各30人く申込制〉

す命科語教室宣

日本正愛唱歌を歌う。

・日程 6 9 日 ~30臼の毎i週金曜日・全 4

['il 

B宇品雪 19長争~2Hl寺

対象青草15人〈申込翁~>

合体舘怒 毎週月曙臼

会曹世年金瀧

T脳性問町 電話32-7029

-募集人員 20人〈抽選〉

材料費却。汚

・山し込み 5 J-H9口までに往揮はがきで

「喜裏打ちj

出ヌ:欝を境して裏打ちの技術を学ぶ旬

日時 6 月 11 日(日 10時~15時

A 会場博物館科学教室

募集人員 10人く抽選〉

・申し込み 5月初日までに柁哩はがきで

ヲ買事事襲撃祭会会主義事事重量

軍境庁の全国星空継続観察への書加を速し

て、天体の第主事方法を身につける。

・期間 5月~平成 2年 2月のi康前として毎
月 Z芭 〈ごと嘩臼)

司事草人員 F制空芝生以ヒ30人〈抽選〉

。申し込み 5月2C口までに博物舘受付にあ

る申込用紙で

す体盤器 程週月曜日、月末、 5月29日--6

-こども室火~土曜日 日時~16日号50升

日曜El 9時~日時50分

合体鰭箆 笹沼丹曜日、汚末

合 i沼輔婆宮 "f'254境問町12-41 電話31-0415

会還をJt，る会号を猿ょうj

月面む海やクレタを室、主観で観察す

る。参加自由。

与日時 5月17日〈水) 18時30分~~20時

・会場博物輯科学教室、擦と

守勢数学童書 f重要求で染めようj
タマネギむ皮、サクラの葉など、身近な草

木を憤った草木染めの方法を実習する。

e 日謹 5 n23目立州、 26日〈金〉の 2Fi問

・時間午前10時~午後3時
・会場博物館科民投寧

市内に在住、在室弘主学している

方はどなたでも樺りることができ

る。件所、氏名が確認できるものを

提訴し利用券の交付を。

利用#で 1人 4冊、 2週間潜りる

ことができる。ご利用を。

すこども需東灘重量

<QJ6All日{缶〉間帯、時 3階ホーノレ

「ピンポと山高幡子」 児童劇瞬酉 78分

ブラハ周辺自農村を背景に、魔法の山高橋

エツト横の翼に乗ってやって

ユーモラスとファンタジ む世界。

会開輯時間

争責出室、書考室

火~口曜日 9 時~16佳子50ラテ

金曜日のみ 9 時-~18時出分
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ヲ

九

割

紳

九

州

古

河

一

ひ

一

土

町

四

町

一

問

団

一

ミ

チ

オ

ン

粉

剤

(

五

育

旬

、

喜

一

マ

問

い

合

わ

せ

先

襲

警

災

市
に
真
叩
ま
予
だ
い

y
遇
臼
ち
の
一
一
集
委
主
載
あ
先
一
体
r
p
J

葉

山

一

ふ

円

)

、

D
n
u
v
p
治
剤
(
1
。
…
係
(
内
線
三
五
七
)

塚

〉

ζ

山
間
生
産
げ
せ
ミ
。
、
あ
み
一
舎
を
目
隠
し
て
一
、
防
相
初
日
同

何
時
日
山
山
崎
一
…
三
和
川
札
一

G
融
制
臨
時
蜘
一

?ι

忠

醐

醐

醸

踊

欄

t

窮震対象 6月中に 8か月から満 1麓

になる乳幼児の輯

建題5時 6月 7日 午前日時~ll日手

簡会場平塚慌時所 (32-0130)

盟母子櫨旗手帳、筆記用具を持参

輔対象 2歳 6か月までの$LYjり児

翻会場平塚朗容所

輯相談El 6 Fj 5け、 19日

臨時間午前9時 -10時(受付〉

鶴申し込み電話で平塚保憧所 (32

0130) へ予約する。

8日 大野公民館、※昏出公民館

9包福祉会館、横内公民館

20日 金目公民館、楽岡崎公民館

日 中原公民館、※金旧公民館

22日 神田公民館、淡城島公民館

23円保瞳センター

6月 (2@爵)

13臼イË7]く1:}þ毛~i<

14E一 規北公民館、※中央農協4沢

支所

15日 大野公民館、※豊田公民館

168 福祉会館、横内公民館

27日 金日公民菌、楽岡崎公民館

28日 中原公民簡、※金田公民館

却白 神田公民館、※城島公民館

30臼世健センタ

額第 l期対象は 3か月以上 4歳未

満の乳幼児。 3;車問から 8週間の

間隔で 3@]受ける。

語調講 2期 第 1 期 (j) 3 @1~の接種日

から 1年以r_J年 6か月以内に 1
回受ける。 5歳 6か月に遣するま

でに受けられるが、 4歳までに終

了することカ守望ましい。

務署開業医、病続で年間を通じと接種

できる。接揮日は蕊柄とご相談を。

額料金無料

審議保険証、母子健鹿子械を持参

豪語対象 百円ぜきの予防接種を受け

る必要のない乳幼児。

。第 1期満3か月以土 6歳未様の

乳幼児。 3週間から 8湿問自問痛

で 3s叶豆ける。
勾:?Js2朗読 1臨む 3lπおの聾穂日

ヵ、ら]年 11f三6ヵ、f]J;)，IAJiこ1

;引受ける勺

震察捲桶、 r"l'J民柑院・共許病院の

みで草間を通じて接穐できる。接

碍 H は各病院にごホ日誌を。

噛料金無料

額保険証、母子賠鹿手棋を持喜多

護費対象 乳幼児

騨相談 紅週水曜日

鰻時間午前 9d先制け~l()時30分

翻会場保健センタ (34---0311) 

ン
タ
l
(
電
話
M

G
一一

う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…

主
食
で
あ
る
ご
飯
や
パ
ン
…

は
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
と

な
る
の
で
、
し
っ
か
り
食
べ

よ
う
。
ご
飯
な
ら
茶
わ
ん
一

杯
、
《
ハ
ン
な
ら
一
枚
以
上

を
毎
食
と
る
よ
う
に
。

次
に
主
菜
で
あ
る
魚
、

肉
、
卵
、
大
一
一
旦
な
ど
の
料
理

は
毎
食
一
回
と
る
よ
う
に
。

最
後
に
副
菜
ご
あ
る
が
、

こ
れ
は
野
菜
料
理
の
こ
と

で
、
毎
食
一
血
以
上
と
る
よ

う
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。な
h
司
朗
明
。
昼
@
晩
と
お

い
し
く
ま
た
規
制
別
返
し
く

と
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

容認尋怒(滋)~1 露詔ほ〉

むし重量寺第紡総量産品湾 3王室とお 13(沼}

午書雪1盛時~午後5時

'jl;語草スヂーシ罫ンどん

で予スカ毎ホー}i.- (告F)

内容むし裁やしそうのうろうなどの

の指

〔霊霊毒事による幼j忍の裁の鍵善幸]

平塚歯科医師会主憾の健診と相談

3 王寺{幻 時~16時

，ヨ(8) 13時~16時

一問い合わせ鍵廉潔健康づくり係〔内線259) 織内Ij\~校 4年熊沢洋君の押品

6考察手妻
〔組織芸互]

1 線(久松)、五百ハイツ

[なでしこ地区]

2日 調子康、問、部丘2築工線
際会、活ケ原

:3 fヨ 虹ケ浜西部
6 fヨ 需苦1丘商ffi3

7臼。 8lC] {Eオ丈

{花水地区}

12日蓮平、虹ケ浜東部

13E3 八重咲町、総城ケ忌

14白桃浜町

15[j 松風町

訪日袖ケ浜

17日黒部丘東部

{港地主主}

20口夕陽ケE五

21日 夕陽ケ丘、高浜台

22日 須賀北町、札場樹祭了

236] 千石河岸

26EJ 幸町、 ff;WlIrr
{重富士発地s:l
28日諏訪町

29日富士見町

308 と平環

261Fi 

444円

円
148FJ 

247Pl 
223円

163内

352月
246月

156門

る
の
で
ご
了
本
を
。
ス
ピ
!
カ
1
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
、

〈
〉
本
間
関
宙
開
畿
鵠
輔
情
報
は
ヒ
ー
タ
ー
、
ベ
ピ
カ
l
、山

地
域
づ
く
り
訣
市
民
生
活
保
(
内
総
ん
、
J

悔い高嬬機

二
六
一
ニ
)
へ
。
〈
〉
纏
っ
て
く
だ
さ
い
男
子
用
ス
ー
ツ

。
競
り
j

ま
す

v
J

ン
グ
ル
ベ
ッ
ド
、
ゴ
(
小
学
5
1
§
年
用
て
女
子
衣
類

ン
ピ
ラ
ッ
ク
、
電
気
ミ
シ
ン
、
ゼ
ミ
ダ
(
1
1
2
設
問
)
、
学
沼
机
、
食
卓
テ

皆
さ
ん
の
7
治
h
で
問
い
合
わ
せ
が
フ
ル
ベ
ッ
ド
、
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
シ
!
1
ブ
ル
、
テ
レ
ピ
、
自
転
車
(
U
A
H
J

、

て
い
る
。
問
い
ん
円
わ
せ
の
と
き
に
ト
、
ソ
フ
ァ
;
、
ス
テ
レ
オ
、
自
動
会
話
勺
)
、
世
行
器
、
剣
道
只
式
、
ピ

す
ご
に
決
ま
っ
て
い
る
も
の
も
あ
器
洗
い
機
、
電
気
持
除
機
、
ギ
タ
1
、
ア
ノ

o入場券は、市民センタヘ市役所受付、駅前
市民窓口センタ一、中央公民館、各地区公民

宣富に用意しである 0 ・問い合わせ 市民センター (電話32-2235)

長詰章者毒雪 J義務 広;花器雪道皇、 喜善わか3薬
伊丹秀夫

緩光一、光ニ

ボンボンブラモアーズ

j愛::t
暴動芸芸



くお〉

仕
事
柄
、
市
内

の
あ
ち
9

)

ち
を
回

り
ま
す
が
、
住
弔
の
牛
ほ
垣
や

植
木
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い

る
一
前
が
あ
り
ま
す
。
同
也
掛
恨
の
外

に
校
が
は
み
出
し
、
通
行
の
邪

魔
に
な
っ
た
り
、
小
さ
な
子
供

の
顔
に
あ
た
っ
た
の
を
見
か
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
c

ま
た
、
私
仲
p
d動
車
の
運
転

を
し
て
い
ま
す
が
、
仲
立
長

や
横
木
で
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
や

標
識
が
思
え
に
く
く
思
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

y

」
れ
か
ら
縁
の
き
れ
い
な
季

節
に
な
り
ま
す
か
、
緑
も
持
と

し
て
凶
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
、
市
で
は
ど

の
よ
う
な
方
法
を
と
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

(
神
銅
小
野
禽
紀
子
守
ん
)

がれ

?
l
J
J

毎
年
こ
の
季
節

ーY
-
j
J
い
に
な
り
ま
す
と
、

校
の
伸
び
玄
持
た
庭
木
に
つ
い

子
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
}

中
日
時

5
月
幻
臼
(
日
)
午
前
問

時
却
分
3
午
後
3
時
却
分

守
合
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
対
象
母
子
父
子
家
庭
の
親
子
百

人
(
先
着
康
)

マ
申
込
先
同
セ
ン
タ
福
祉
部

(
内
綿
五
一
一
二

{
醐
桝
撞
か
な
が
わ
女
性
器
事
e

女
た
ち

出
今
世
界
を
変
え
る
〕

マ
日
程

6
月
日
日
(
木
)
5
7
月

日
目
(
火
)
の
う
ち
6
可
同

4

時
間
今
後
1
時
泊
分
1
3
昨
却

L
T
 

んケマ
会
場
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー

マ
定
員
削
人
(
先
者
順
)

マ
申
込
J

先
同
セ
ン
タ
ー
生
渡
学
習

部
(
内
線
五
六
千
)

神
奈
川
県
で
は
社
会
福
祉
施
設
産

体
等
の
代
替
職
員
と
し
て
、
現
奇
勤

務
し
て
い
な
い
ガ
で
す
ぐ
に
勤
務
で

き
る
万
の
登
揖
を
受
け
付
げ
る
。

ヤ
登
鯨
職
種
保
母
、
看
護
婦
、
保

樺
婦
、
寮
母
、
教
母
、
教
謹
、
指
導

員
(
児
童
、
生
活
、
職
業
)
、
セ
ラ

ピ
ス
ト
、
栄
養
士
、
調
理
員

マ
対
象
現
在
無
職
、
ま
た
は
勤
務

レ
て
い
る
が
社
会
福
祉
施
設
に
勤
務

す
る
こ
と
を
帯
望
ず
る
方

¥Q 

て
、
「
な
ん
と
か
し
て
欲
し

い
」
と
い
う
裳
裂
が
寄
せ
ら
れ

ま
す
。

宇
品
、

貴
重
な
も
の
で
す
が
、
知
ら
な

マ
査
結
期
間

5
月
白
日
(
円
)
1

6
3
E
J〆

Z
?
F
ノヨ

V
登
揖
先
児
援
課
保
育
河
川
(
内
線

一
一
一
五
)

消
防
誌
の
改
正
に
よ
り
、
4
月
l

白
か
ら
危
険
物
坂
扱
者
お
よ
び
消
防

設
備
と
に
つ
い
て
は
、
免
杭
取
得
後

日
年
ご
と
に
箆
新
の
手
続
き
が
必
要

と
な
っ
た
。

詳
し
く
は
、
予
防
課
危
険
物
部

(
内
線
一
一
一
九
一
一
)
へ
。

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
葬
盤
強

れ
ん
が
の
会
で
は
、
横
浜
博
覧
会

の
見
全
長
希
望
す
る
締
官
の
あ
る
万

と
、
介
護
す
る
ポ
ラ
ン
一
ア
J

ア
を
募

累
し
て
い
る
ロ

マ
期
潤
5
月
訪
問
(
口
)

マ
募
集
人
員
車
い
す
利
用
の
陣
存

者
日
入
、
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
人

マ
参
加
背
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
一
一
一

千
百
六
十
円
、
亮
鞍
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ω

障
害
者
一
一
千
百
三
lr円

マ
申
込
先
平
車
市
社
会
福
祉
協
議

会
(
電
話
回
一
三
一
二
三
)

マ
日
程

6
月
日
日
(
自
)

j

う
お
日

(
臼
)
ま
で
白
金
9
日
間

-
時
間
午
後
6
時
刻
分
〈
!?9
時

(
日
曜
日
は
午
前
9
時
一
泊
分
ら
午
後

5
時
)

マ
会
場
勤
労
会
開
、
福
祉
会
館

マ
受
講
資
格
全
日
開
何
幸
P

加
で
き
」
る

申
告
子
生
以
ー
の
方
組
人
(
光
務
順
)

マ
教
材
費
一
千
円

V
申
込
先
社
会
課
管
理
部
(
内
線

一一

O)

v
f
場
ウ
ィ
ン
ト
オ
ケ
ス
ト
ラ
第

5
山
間
定
期
慎
奏
会
が
開
か
れ
る
。

7
日
時

6
月
日
日
(
円
)
午
後
i

時
泊
分
開
場

マ
会
場
市
民
ゼ
ン
タ
!

マ
入
場
料
一
一
巨
門
戸
中
宇
生
以
ド

は
無
料
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
社
会
教
育
詩
指

導
冊
一
向
綿
五
七
回
)

一

潤

醐

廿

首

輪

組

家

間

関

く

一

マ
日
時

6
月
3
司
一
(
上
)
午
荊
9

寺
O
テ
i
l予
O
テ

a
P
3
Jノ
1
2払ロ
3
フ

中
金
場
県
操
業
会
館
戸
駅
南
口
)

マ
講
師
六
船
フ
ラ
ワ
ー
f

セ
ン
タ
ー

樺
田
朗
草
氏

マ
内
容
こ
れ
か
ら
の
畦
木
の
手
人

ーz
 
v
問
い
合
わ
サ
」
先
県
湘
南
趨
芸
相

談
セ
ン
タ
ー
(
電
話
回

O
五
九

り絞って

い
う
ち
に
他
人
に
速
惑
を
か
け

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

お
尋
ね
の
庭
木
に
つ
い
て
は

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
道
路

に
枝
が
伸
び
て
通
行
に
支
燈
が

あ
る
庭
木
を
見
つ
け
た
場
A
A

問、

持
ち
主
に
切
り
取
り
そ
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

市
道
の
総
延
長
は
約
六
百
九

十
キ
ロ

μで
、
平
山
噂
か
ら
岡
山
県

倉
敷
ま
で
の
距
離
に
な
り
ま

す
。
こ
の
膨
大
な
長
さ
の
道
路

の
両
側
に
あ
る
庭
木
の
管
理

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

が
な
け
れ
ば
、
と
う
て
い
管
理

す
る
こ
と
な
ど
で
き
ま
せ
ん
。

ム
ゴ
後
と
も
、
子
関
閣
の
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

(
道
馨
議
開
閉
)

東
市
へ
の
ご
要
望
、
ご
意
見
な

ど
は
、
お
気
軽
に
広
報
課
広
穂

係
(
内
線
三
五
五
)
へ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

i愚行の邪魔にならないように

!、カた丈あ
マ
問
い
合
わ
せ
平
塚
市
社
会
福
祉

協
議
会
(
電
話
回
二
一
一
一
一
-
一
)

(
散
説
略
)

マ
整
官
福
祉
基
金
へ
同
化
水
地
臥
南

部
長
お
貯
金
一
ハ
千
六
百
臼
十
五
円
、

環
境
措
生
業
務
課

L

一
万
一
一
一
千
問

白
円
、
湘
央
建
設
組
合
六
野
支
部

万
一
千
円
、
平
塚
趨
工
会
議
所
婦

円
、
花
水
老
人
大
学
同
窓
会
五
千

七
百
一
+
じ
円
、
警
の
金
一
一
下

山川
J

林
盟
酒
席
千
百
八
斗
l

円、

下
山
下
母
輯
ク
ラ
ブ
八
千
あ
白

円
、
勝
鼠
小
6
年
2
組

万

一

五

七
百
六
円
、
神
明
中
福
祉
委
員
会
一

戸
士
二
百
一
一
十
九
円
、
金
日
中
第
6
間

車
業
生
一
間
二
千
円
、
ロ
人
会

一
千
円
、
ポ
:
イ
ス
カ
ウ
ト
F
阿部第

3
酪
五
千
円
、
平
塚
市
ご
み
減
量

化
婦
人
の
会
六
手
六
百
瓦
ト
五

円
、
梶
原
医
院
四
千
出
山
田
↑
五

円
、
小
清
水
ツ
ヤ
子
一
千
円
、
八

幡
生
活
学
校
万
円
、
中
村
伝
五

郎
一
千
円
、
吉
択
手
芸
ク
ラ
ブ

五
千
円
、
吉
蔵
亜
紀
子
五
百
円
、

相
模
小
福
祉
委
長
全
七
千
一
百
四

十
阻
円
、
四
之
宮
生
活
学
校
・
四
之

宮
マ
マ
の
会
↑
万
円
、
佐
藤
喜
代

治
一
コ
ト
ー
万
円
、
井
揮
貞
次
三
十

万
円
、
市
川
盛
久
一
と
万
円
、
つ

く
し
看
護
婦
家
政
婦
紹
介
所
一
万

円
、
新
川
端
建
業
協
定
委
員
会
足

千
百
四

f
八
円
、
伊
藤
具
光
一
千

円
、
代
官
町
母
親
ク
ラ
ブ
五

τ

円
、
豊
田
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

三
万
一
千
一
一
…
諒
六
円
、
豊
田
川
口
民
踏

ま
つ
り
実
行
委
員
会
一
万
円
、
平

揮
市
食
堂
連
合
十
五
万
円
、
神
京

川
県
資
掠
回
収
語
業
協
同
同
組
合
苧
塚

支
部
ゴ
万
六
千
八
百
七
十
七
円
、

詩
指
駒
次
一
万
円
、
本
橋
喜
一
一

一
τ
八
百
七
十
円
、
大
門
一
宇
一
郎
後

援
会
出
万
円
、
神
奈
川
県
内
番
組

什
一
万
一
工
円
、
間
名
七
千
円

V
社
金
構
栓
へ

a

磯
崎
鯖
犬
間

千
円

hv
慈
ま
れ
な
い
子
へ
・
融
崎
勤

一
千
可

守
交
遜
遺
児
へ

9

根
芹
太
郎

日

ι
間
千
四
百
何
十
円
、
森
谷
教
一
一
一

万
三
一
二
円
一
十
円
、

vr山
部
告
製
者

千
円
、
ゼ
ブ
ン
ォ

i
ト
一
一
万

九
千
ヒ
百
円
、
十
阜
市
交
通
安
全
協

会
婦
人
部
十
五
万
一
千
耳
五

f

六
円
、
悶
勝
間
支
部
一
万
一
手
百

五
f
丹
、
同
豊
田
文
部
一
万
-
一
千

百
f
円

、

匿

名

門

九

?

円

献血方法は
200九献血1

と 4α)人再

i租カ守あり、 ど
ちらをi塁ぶか
は献血される
方の白出と
なっていま
す。ご協力を。

5月27日(土)10時 --15時紅主主パールo沼穏
ロド

0ご協力ありがとうごさいました(4 f-j) 敬あ時
東京電JJ平塚営業所、臼躍さ7ニー湖南販売、 8}-]
製作所、 Aコープ規沼、なでしこ唱しらさぎライ
オンズクラフ、神奈川県経済農業協f歌立合連合会
関西ペイント、東海大学(以上自体のみ)

マ
問
い
合
わ
せ
平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ

慌
興
財
団
(
寓
話
回
心
一
心
)

(
敬
称
略
)

マ
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
へ
・
ヒ
躍

体
育
擬
興
会
五
下
円
、
沢
枝
靖
行

一
一
万
円
平
塚
市
家
庭
婦
人
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
連
盟
一
万
円
、
栗
田
武

二
万
七
玄
白
円
、

μη
章
常
夫

万
七
手
九
百
円
、
藤
出
ロ
ヱ
間
-

万
七
千
九
百
円
、
小
樺
イ
ト
子
一

万
一
一
一
千
五
百
円
、
平
塚
市
体
育
指
考

聾
員
連
絡
協
議
会
七
万
九
千
五
百

守
、
手
理
中
心
萌
目
前
J

ベ
ン
ト
企

画
委
員
会
一
一
一
千
円
、
平
塚
市
食
堂

連
合
ト
五
万
円
、
大
正
琴
愛
好

湘
南
金
三
十
万
一
千
一
一
一
百
八
十

円
、
崇
持
体
育
場
興
会
六
万
一
千

四
百
九
?
円
、
控
藤
一
部
十
万

円
、
都
市
町
局
発
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

お
万
円
、
陵
名
ニ
一
月
七
千
九
百

円
、
庭
名
一
万
円
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言雪量2重伝事長警2雪空会 治議欝包官主主品長暴言E警27
」怖にでZる量目白立広務薮苧翼;皆同討議ど態三井幹 i/Hr押れれ警でき博物金額計起きnhヵ;告訴
てたる にあさでま遼でた良芸事事務審答~ムd皇官 す安る同 tヰてたは いう Jこ
主主に 宅主主事主暫定 4 主管轍守物需~ 。害警詰同室立長 宅足去三
つが今 てこ I橋、。』こば学と，~貫主弘話芝3る d雪訟も￡謬ね な二考慢す君主に はりて R立
たどま いとをそし入り生し霊訪?事者1=さ欝制調整主欄 つ精えクナ l童、」 な いな
、たそ親ょの う計を親分一 一 }相一 ~j 文 ては度 まをのぐ
よれ告のがう誇 A も不どに白 毅湾研究所(33)5535一 分匂母ぃ若を A しとにねたか

す諒待望23委t持こんなとき雑誌討を言詩?;223、
量誇吉平毒寝食。き主宮警 で状らりか f可 さき会量子支管警 接室長計
立ち生渉なつ父 ななとあ子し態し、らが A まにかに。カ、そ つよしか

県日iiii足下;iiiii引iiiii討i
山支哀雪量E之えて主民主官記号量五色さ警と急だま雪五与そ元高22:重量tT雪喜き豆む
お三そ品日完:泣き224Rき目安全日日雪 gzzzuup本し

!!;12ii15刊誌ヨ;;;;:;iiji!iji5112i
」宗 主主かさし衣室控 室議院寵磯城寵警察議離究官 等宅主語言宗ちま急皇の。

Eisifiiifzii紅建立国iiHEM223t
255rEh辻3525麟轟轟轟欝司主15自民215日4
555iii!:ii騒騒騒!?I2jig;!?

民立 出下~ってきさ轍轍麟脚鴨脚翻嬢鶴つはしし霊「かめ喜雪量声会茸事ぞ言宗室毒こ k詰て=望者

jijl:EH122出土ケ~引岸川ih品川町足立;i;ii雪352E22 ー し…川2片山出品2725iTH2見しi
j RFd元議選出卓三言明hiEミ己最長当日立五日書目土問22
日問号事君主主討す22ロ伊れだ主言 AA整2252ド持主き長三22護老32季五


	マルチ 283
	マルチ 284
	マルチ 285
	マルチ 286
	マルチ 287
	マルチ 288
	マルチ 289
	マルチ 290

